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高知・下知地区

南
海
地
震
で
津
波
や
長
期
浸
水
の
被
害
が

想
定
さ
れ
る
高
知
市
中
心
部
の
下
知
地
区

で
、
住
民
レ
ベ
ル
の

「
防
災
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」
が
動
き
出
し
た
。
揺
れ
や
津
波
か
ら
命

を
守
る
勉
強
会
を
開
き
、
危
機
意
識

を
共

有
。
地
区
内
で
津
波
か
ら
避
難
す
る
ビ
ル
を

独
自
に
確
保
す
る
動
き
も
広
が

っ
て
い
る
。

命
守
る
意
識
共
有
ヘ

「地
震
や
津
波
に
襲
わ
れ
た

と
き
、
何
を
願
う
？
」

６
月
２５
日
、
被
災
直
後
の
行

動
を
テ
ー
マ
に
、
地
区
内
の
昭

和
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
同
小
体
育

館
で

「教
研
集
会
」
を
開
い

た
。
父
母
や
児
童
、
町
内
会
関

係
者
ら
約
１
０
０
人
に
、
国
の

中
央
防
災
会
議
専
門
委
員
の
鈴

木
敏
恵
・
千
葉
大
特
命
教
授
が

問
い
か
け
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
前
会
長
で
、
父
母
ら

で
こ
の
日
発
足
さ
せ
た
防
災
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
実
行
委
員
長
の
国

見
俊
介
さ
ん
（
４９
）
が

「家
族
の

無
事
」
と
声
を
上
げ
た
。

鈴
木
教
授
は
参
加
者
に

「自

宅
の
危
険
発
見
図
」
を
作
る
よ

う
提
帽
。
ま
ず
、
倒
れ
そ
う
な

食
器
棚
や
家
電
、
飛
散
し
そ
う

な
窓
ガ

ラ

ス
の
位
置

を
図
に

落
と
し
て
も
ら

っ
た
。
さ
ら
に

年
末

ま

で
に
各

家
庭
が
避
難
路

を
点
検

し

、
家
族

で
避
難

ル
ー

ト

図

を

共

有

す

る

よ

う

促

し

た
。黒

い
津
波
が
家
屋
や
事
な
ど

を
の
み
込
み
、
ビ
ル
の
屋
上
ま

で
迫
る
。
東
日
本
大
震
災
の
映

像
を
見
た
国
見
さ
ん
は

「地
域

で
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
子
ど

も
を
守
る
た
め
に
す
ぐ
行
動
を

起
こ
そ
う
」
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
伸
間

と
議
論
。

「南
海
地
震
は
３０
年

先
で
は
な
く
間
近
に
起
き
る
」

と
い
う
危
機
意
識
か
ら
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
父
母
約
４
５
０
人

避
難
ビ
ル
独
自
に
確
保

下
知
地
区
一
帯
は
、
東
西
に

流
れ
る
江
ノ
ロ
川
の
南
北
に
広

が
る
平
地
で
高
台
が
な
い
。
県

が
２
０
０
４
年
に
公
表
し
た
津

波
浸
水
予
測
図
で
は
、
最
大
５

財
の
津
波
が
最
短
３０
分
で
到
達

す
る
。
約
１
万
６
千
人
が
暮
ら

す
が
、
市
指
定
の

「津
波
避
難

ビ
ル
」
は
近
く
指
定
見
込
み
の

１
カ
所
を
含
め
て
も
地
区
内
に

昭
和
小
な
ど
３
カ
所
で
、
収
容

人
数
は
計
約
２
５
０
０
人
だ
。

地
区
で
は
、
住
民
が
独
自
に

選
難
ビ
ル
を
確
保
し
よ
う
と
い

う
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。

地
区
北
部
の

「弥
右
衛
門
地

南海地震の津波や揺れから身を守る勉

強会に参加 したPTAの 父母や地域住

民ら=高 知市 日の出町の昭和小学校

避
難
ビ
ル
を
独
自
に
確
保
す
る
た
め
に
地
元
を
歩
く
和
国
陽

一
さ
ん

に

ア
ン
ケ
ー

ト

（
回
収

率

６．

％
）
す
る
と
、
南
海
地
震

へ
の

関
心
は

「
す
ご
く
あ
る
」
が
７７

％
、

「多
少
あ
る
」
が
２２
％
ｏ

地
域
の
安
全
性
は

「
安
全
」
が

０
％
、

「あ
る
程
度
安
全
」
が

１１
％
、

「わ
か
ら
な
い
」
が
８９

％
で
、
危
機
感
と
不
安
感
が
浮

き
彫
り
に
な

っ
た
。

区
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
は
、

１
級
建
築
士
で
も
あ
る
和
田
陽

一
代
表
（
６３
）
ら
が
地
域
の
縁
を

た
ど
り
、
マ
ン
シ

ョ
ン
な
ど
６

カ
所
を
確
保
し
た
。

弥
有
衛
門
地
区
は
１
９
８
９

～
１０
年
度
の
市
の
土
地
区
画
整

理
事
業
で
街
並
み
が

一
変
。

マ

ン
シ

ョ
ン
が
次
々
に
建
ち
、
人

口
は
１
９
８
９
年
の
約
２
千
人

か
ら
約
６
千
人
に
急
増
し
た
。

和
国
さ
ん
ら
は
近
隣
を
歩
い

て
４
階
建
て
以
上
の

マ
ン
シ

ョ

ン
約
４０
棟
を
見
て
回

っ
て
地
図

に
落
と
し
、
万

一
の
際
に
周
辺

住
民
が
逃
げ
込
め
る
よ
う
、
所

有
者
と
交
渉
を
進
め
て
い
る
。

今
月
２２
日
と
３０
日
に
は
、
委

員
会
が
地
域
住
民
向
け
の
勉
強

会
も
開
く
。
和
国
さ
ん
は

「行

政
任
せ
で
な
く
、
自
分
た
ち
で

早
く
地
域
の
避
難
ビ
ル
を
点
か

ら
面
に
広
げ
、
地
域
で
情
報
を

共
有
し
た
い
」
と
意
気
込
む
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
所
有
者
や
住
民
も
危
機
意
識
を
共
有

す
る
。

撃
Ｈ
中
　
有
勧
幅
綸
脚
軸
証
初
脚
鞭
疑
“
醸
禁
願
や
穀
作 ョ
穀
初
瑚

ヽ
▼
　
る
顔
見
知
り
だ
っ
た
。
和
国
さ
ん
が
緊
急
時
の
地
域
住

，
Ｖ
　
民
受
け
入
れ
を
打
診
す
る
と
、
快
諸
し
て
く
れ
た
。

キ“　切〓中キ中残筆い韓韓乖中キ貯的噂薙巾巾日も「卵

マ ンション住 民 「

カ
ギ
を
壊
し
て
入
っ
て
も
問
題
な
い
」
と
の
立
場
だ
。

き
な
マ
ン
シ
ョ
ン

が
出
始
め
た
。
１４
階
建
て
の

「
サ
ー
パ
ス
知
寄
町
Ｉ
」

（
１
３
４
戸
）
の
自
主
防
災
会
で
は
、

「地
域
で
津
波

避
難
ビ
ル
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
お
う
」
と
議
論
が
進

む
。
会
長
の
橋
本
肇
聡
さ
ん
（
６９
）
は

「津
波
が
来
た
時

に
我

々
も
外
に
い
れ
ば
、
近
い
ビ
ル
に
駆
け
上
が
る
し

か
な
い
。
こ
の

マ
ン
シ

ョ
ン
以
外
の
人
は
上
が

っ
て
来

る
な
と
は
言
え
な
い
。
お
互
い
様
だ
」
と
話
す
。

防
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

「地
域
の
企
業
な
ど
に
も
協
力
を
仰
ぎ
、
マ
ン
シ

ョ
ン

を
含
む
ビ
ル
所
有
者
に
み
ん
な
で
お
願
い
す
れ
ば
、
多

く
の
人
が
動
い
て
く
れ
る
と
思
う
」
と
期
待
を
寄
せ
て

い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
亀
岡
龍
太
）


